
(57)【要約】

【課題】　製造時間やコストを抑え、簡易な施設で製造

ができる有機ＥＬパネルの製造方法を提供する。

【解決手段】　透明基材１上に第一電極２、有機材料帯

３、第二電極４および保護層５を有する有機ＥＬパネル

１０の製造方法において、有機材料帯３を透明基材１上

の全面または部分的に形成し、保護層５を少なくとも有

機材料帯３および第二電極４を覆うように形成し、有機

材料帯３の予め定められた発光部３１以外の位置３２に

電子線または紫外線の少なくともいずれかを照射するこ

とにより上記課題を解決する。有機材料帯３の透明基材

１を有しない側から、有機材料帯３に電子線を照射する

ことが好ましい。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 材 上 に 第 一 電 極 、 有 機 材 料 帯 、 第 二 電 極 お よ び 保 護 層 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造
方 法 に お い て 、
　 前 記 有 機 材 料 帯 を 前 記 基 材 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に 形 成 し 、
　 前 記 保 護 層 を 少 な く と も 前 記 有 機 材 料 帯 お よ び 前 記 第 二 電 極 を 覆 う よ う に 形 成 し 、
　 前 記 有 機 材 料 帯 の 予 め 定 め ら れ た 発 光 部 以 外 の 位 置 に 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 少 な く と も
い ず れ か を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 有 機 材 料 帯 に は 、 前 記 基 材 を 有 し な い 側 か ら 前 記 電 子 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 有 機 材 料 帯 に は 、 偏 向 さ れ た 前 記 電 子 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 有 機 材 料 帯 に は 、 前 記 基 材 を 有 し な い 側 に メ タ ル マ ス ク を 設 置 し て 、 前 記 電 子 線 を
照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 二 電 極 お よ び 前 記 保 護 層 を 透 明 な 材 料 に よ り 形 成 し 、
　 前 記 有 機 材 料 帯 に は 、 前 記 基 材 を 有 し な い 側 か ら 前 記 紫 外 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 デ ィ ス プ レ イ 等 の 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 デ ィ ス プ レ イ 等 の 表 示 装 置 に 用 い ら れ る パ ネ ル と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） パ ネ ル が 知 ら れ て い る 。 こ の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 透 明 基 材 上 に 二 つ の
電 極 に 挟 ま れ た 有 機 発 光 層 を 有 す る も の で あ る 。 有 機 発 光 層 は 、 画 素 の 形 状 に あ わ せ て パ
タ ー ニ ン グ さ れ 、 画 素 部 分 の み が 発 光 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 画 素 （ 発 光 部 ） の パ タ ー ニ ン グ 方 法 と し て 、 絶 縁 膜 を 用 い る 方 法 が 知 ら れ て い る 。
ま た 、 他 の 画 素 の パ タ ー ニ ン グ 方 法 と し て 、 電 子 線 や 紫 外 線 を 発 光 層 の 発 光 パ タ ー ン 以 外
の 部 分 に 照 射 す る こ と に よ り 、 照 射 さ れ た 部 分 を 構 成 す る 有 機 物 を 劣 化 さ せ 、 発 光 機 能 を
失 わ せ る こ と が 検 討 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ６ ８ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 絶 縁 膜 を 用 い る パ タ ー ニ ン グ 方 法 に よ る と 、 フ ォ ト マ ス ク 等 を 用
い な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 レ ジ ス ト 等 の パ タ ー ニ ン グ を 行 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 発 光 パ タ
ー ン を 変 え る 場 合 に は フ ォ ト マ ス ク ま で 変 え な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の よ う に 、 絶 縁 膜
を 用 い る と 、 時 間 や 労 力 、 コ ス ト が か か っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 紫 外 線 や 電 子 線 を 用 い た パ タ ー ニ ン グ 方 法 は 、 画 素 部 分 に 紫 外 線 や 電 子 線 を 照 射
し な い よ う 、 走 査 方 式 等 に よ り そ の 照 射 範 囲 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら
、 有 機 発 光 層 お よ び 第 二 電 極 を 酸 素 や 水 分 で 劣 化 さ せ な い た め に 、 紫 外 線 や 電 子 線 を 照 射
す る 雰 囲 気 が 制 限 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し た 直 後 に 紫 外 線 や 電 子 線 を 照 射 す る 必 要 が
あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 願 の 課 題 は 、 上 述 の 従 来 技 術 に お い て 生 じ る 問 題 を 解 決 す る こ と が 一 例 と し
て 挙 げ ら れ 、 製 造 時 間 や コ ス ト を 抑 え 、 簡 易 な 施 設 で 製 造 が で き る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造
方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 基 材 上 に 第 一 電 極 、 有 機 材 料
帯 、 第 二 電 極 お よ び 保 護 層 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 有 機 材 料 帯
を 前 記 基 材 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に 形 成 し 、 前 記 保 護 層 を 少 な く と も 前 記 有 機 材 料 帯 お よ
び 前 記 第 二 電 極 を 覆 う よ う に 形 成 し 、 前 記 有 機 材 料 帯 の 予 め 定 め ら れ た 発 光 部 以 外 の 位 置
に 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 少 な く と も い ず れ か を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に つ い て 具 体 的 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 通 常 、 透 明 基 材 １ 、 第 一
電 極 ２ 、 有 機 材 料 帯 ３ 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層 ５ が 順 次 積 層 さ れ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ に は 、 必 要 に よ り 他 の 任 意 の 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に は 、 有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 部 ３ １ （ 画 素 ） パ タ ー ン の 一 例 を 示 す 。 格 子 状 に な っ て
い る 部 分 ３ ２ 以 外 が 画 素 と な る 発 光 部 ３ １ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま ず 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 全 体 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 透 明 基 材 １ は 、 通 常 、 長 方 形 形 状 で 平 坦 な ガ ラ ス ま た は 透 明 樹 脂 が 用 い ら れ る 。 こ の ガ
ラ ス ま た は 透 明 樹 脂 は 、 通 常 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 透 明 基 材 と し て 用 い ら れ て い る も の が 用
い ら れ 、 特 に 材 料 は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 一 電 極 ２ は 、 通 常 、 陽 極 で あ る 。 第 一 電 極 ２ に は 、 有 機 材 料 帯 ３ の 光 を 外 に 取 り 出 せ
る よ う に す る た め に 、 透 明 の 材 料 が 用 い ら れ る 。 こ う し た 第 一 電 極 ２ の 材 料 は 、 特 に 限 定
さ れ な い が 、 Ｉ Ｔ Ｏ (Indium Tin Oxide)等 の 透 明 電 極 が 用 い ら れ る 。 な お 、 第 一 電 極 ２ は
、 通 常 、 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 に 形 成 さ れ る が 、 必 要 に 応 じ て 、 部 分 的 に 形 成 さ れ て も よ い
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 機 材 料 帯 ３ は 、 第 一 電 極 ２ か ら 輸 送 さ れ る 正 孔 と 第 二 電 極 ４ か ら 輸 送 さ れ る 電 子 と が
再 結 合 し て 励 起 さ れ 、 発 光 す る 有 機 材 料 で 形 成 さ れ る 。 こ う し た 有 機 材 料 帯 ３ の 材 料 は 、
特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 、 有 機 発 光 層 に 用 い ら れ る 従 来 公 知 の 材 料 有 機 が 用 い ら れ 、 例
え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 錯 体 （ Ａ ｌ ｑ ３ ） 等 が 用 い ら れ る 。 こ こ で 、 有 機 材 料 帯 ３ の 第 一 電 極
２ 側 に は 、 正 孔 輸 送 層 等 が 設 け ら れ る 場 合 が あ り 、 有 機 材 料 帯 ３ の 第 二 電 極 ４ 側 に は 、 電
子 輸 送 層 等 が 設 け ら れ る 場 合 が あ る 。 こ れ ら の 各 層 の 材 料 は 、 上 記 各 機 能 を 有 す る も の で
あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 有 機 材 料 帯 ３ の 層 厚 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 １ ０ ～ １
０ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 、 好 ま し く は ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 で あ る 。 こ の 有 機 材 料 帯 ３ は 、 通 常 、
透 明 基 材 １ 上 の 図 示 し な い 引 き 出 し 電 極 等 を 除 い た 全 面 に 形 成 さ れ る が 、 必 要 に 応 じ て 、
部 分 的 に 形 成 さ れ て も よ い 。 な お 、 こ の 有 機 材 料 帯 ３ に つ い て は 、 後 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 二 電 極 ４ は 、 通 常 、 陰 極 で あ る 。 こ の 第 二 電 極 ４ の 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 通 常 、
有 機 Ｅ Ｌ の 陰 極 と し て 用 い ら れ て い る 材 料 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 が 使 用 さ れ
る 。 第 二 電 極 ４ は 、 必 要 に 応 じ て 、 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 に 、 ま た は 部 分 的 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 保 護 層 ５ は 、 有 機 材 料 帯 ３ の 材 料 を 封 止 し て 、 有 機 材 料 帯 へ の 水 分 等 の 混 入 等 を 防 ぎ 、
有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 の 劣 化 を 防 い で い る 。 こ の 保 護 層 ５ の 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、
通 常 、 有 機 Ｅ Ｌ の 保 護 層 や 封 止 層 と し て 用 い ら れ て い る 材 料 が 用 い ら れ 、 例 え ば 、 窒 化 シ
リ コ ン 、 窒 化 酸 化 シ リ コ ン 等 が 用 い ら れ る 。 保 護 層 ５ の 層 厚 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０
． １ ～ ５ ０ μ ｍ 程 度 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ５ μ ｍ 程 度 で あ る 。 保 護 層 ５ は 、 通 常 、 透 明 基
材 １ 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 保 護 層 ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 少 な く
と も 有 機 材 料 帯 ３ お よ び 第 二 電 極 ４ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 各 層 は 、 透 明 基 材 １ 、 第 一 電 極 ２ 、 有 機 材 料 帯 ３ 、 第 二 電 極 ４ 、 保 護 層 ５
の 順 で 積 層 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 一 電 極 ２ 、 有 機 材 料 帯 ３ 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層 ５ は 、 印 刷 、 塗 布 、 Ｃ Ｖ Ｄ
、 ス パ ッ タ リ ン グ お よ び 蒸 着 等 の 従 来 公 知 の 種 々 の 方 法 が 適 宜 選 択 さ れ て 透 明 基 材 １ 上 に
形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を 構 成 す る 各 層 の 層 厚 お よ び 膜 厚 は 、 特 に 限 定
さ れ ず 、 そ の 機 能 等 に よ り 適 宜 選 択 さ れ る 。 こ こ で 、 本 明 細 書 に お け る 上 下 の 語 は 、 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 透 明 基 材 １ を 下 側 、 保 護 膜 ５ を 上 側 と し て 置 か れ た 状 態 で の 上 下 を 示 す
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 部 ３ １ の 形 成 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 部 ３ １ を 形 成 す る た め に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 有 機
材 料 帯 ３ を 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に 形 成 し 、 保 護 層 ５ を 形 成 し た 後 、 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル の 予 め 任 意 に 定 め ら れ た 発 光 部 ３ １ 以 外 の 位 置 ３ ２ に 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 少 な く
と も い ず れ か を 照 射 す る 。 そ う す る と 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 し た 部 分 ３ ２ の 有 機 材
料 を 劣 化 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 発 光 部 ３ １ 以 外 の 部 分 ３ ２ の 発 光 効 率 が 極 端 に
下 が り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を 使 用 し た と き に 、 発 光 部 ３ １ 部 分 の み が 発 光 す る パ タ ー ン
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 照 射 は 、 上 述 の よ う に 透 明 基 材 １ 上 に 有 機 材 料 帯 ３ を 形 成 し
、 第 二 電 極 ４ を 成 膜 し 、 保 護 層 ５ を 形 成 し た 後 に 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の た め 、 有 機 材 料 帯 ３ を 構 成 す る 有 機 材 料 お よ び 第 二 電 極 ４ を 構 成 す る 材 料 が 保 護 層
５ に よ り 保 護 さ れ る の で 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 す る 際 の 雰 囲 気 は 限 定 さ れ ず 、 例 え
ば 、 真 空 中 の み で な く 、 大 気 中 に お い て も 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る 。
そ の 結 果 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 す る 際 の 装 置 や 施 設 が 簡 易 な も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 に 有 機 発 光 帯 ３ を 形 成 し 、 さ ら に 保 護 層 ５ を 形 成 し た 状 態 で
保 存 し て お き 、 必 要 が 生 じ た 場 合 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 有 機 発 光 帯 ３ に 電 子 線 ま た は 紫
外 線 の 少 な く と も い ず れ か を 照 射 し て 、 発 光 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の
よ う に 、 発 光 パ タ ー ン の 形 成 さ れ て い な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 同 様 に 量 産 し て 保 存 で き る た
め 、 製 造 コ ス ト が 抑 え ら れ る 。 さ ら に 、 保 存 さ れ た 各 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に は 、 必 要 に 応 じ て
異 な る 発 光 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 電 子 線 お よ び 紫 外 線 の 照 射 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 願 に お け る 電 子 線 ま た は 紫 外 線 は 、 通 常 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 と 呼 ば れ る 範 囲 の も の
を 使 用 す れ ば よ く 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 た だ し 、 通 常 、 電 子 線 は 、 電 子 の 流 れ を 細 く し ぼ
り 、 ほ ぼ 直 線 状 ま た は ス ポ ッ ト 状 と し た も の を 指 し 、 熱 電 子 放 出 等 に よ り 得 ら れ る 。 ま た
、 紫 外 線 は 、 波 長 が Ｘ 線 よ り 長 く 、 可 視 光 の 最 短 波 長 よ り 短 い 電 磁 波 を 指 し 、 具 体 的 な 波
長 は 、 １ ． ０ ｎ ｍ ～ ０ ． ４ μ ｍ 程 度 で あ る 。 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 発 生 手 段 お よ び 照 射 手
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段 は 、 従 来 公 知 の 装 置 等 に よ り 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 発 生 さ せ 、 か つ 、 照 射 す れ ば よ く 、
特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 子 線 の 照 射 は 、 透 明 基 材 １ の 有 機 材 料 帯 ３ を 有 す る 側 か ら 行 う こ と も で き る し 、 透 明
基 材 １ の 各 層 が 形 成 さ れ て い な い 側 か ら 行 う こ と も で き る 。 こ の う ち 、 透 明 基 材 １ の 有 機
材 料 帯 ３ を 有 す る 側 か ら 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 電 子 線 を 照 射 す る こ と に よ り 、
微 細 な 発 光 パ タ ー ン が 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 よ り 細 か い 発 光 パ タ ー ン （ 画 素
パ タ ー ン ） の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 製 造 す る こ と が で き る 。 な お 、 透 明 基 材 １ の 各 層 が 形 成 さ
れ て い な い 側 か ら 行 う 場 合 に は 、 電 子 線 が 透 明 基 材 １ を 透 過 す る 際 に 拡 散 さ れ て 、 微 細 な
発 光 パ タ ー ン を 得 難 く な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 透 明 基 材 １ に 薄 い フ ィ ル ム を 用 い た 場 合 に 、 紫 外 線 を 照 射 す る と 、 そ の 紫 外 線 が
フ ィ ル ム に 吸 収 さ れ て パ タ ー ニ ン グ が で き に く い 。 そ の た め 、 透 明 基 材 １ に 薄 い フ ィ ル ム
を 用 い た 場 合 に は 、 電 子 線 を 用 い た 方 が 、 よ り 良 好 に 有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 部 ３ １ を パ タ ー
ニ ン グ で き る 。 ま た 、 第 二 電 極 ４ が 紫 外 線 を 通 さ な い 材 料 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 で 形
成 さ れ た 場 合 に 、 電 子 線 を 用 い れ ば 、 第 二 電 極 ４ を 透 過 し て 、 有 機 材 料 帯 ３ に 発 光 部 ３ １
の パ タ ー ニ ン グ を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 子 線 は 、 偏 向 さ せ て 所 定 の 位 置 に 照 射 す る こ と が で き る 。 電 子 線 を 偏 向 す る 手 段 は 、
特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 磁 場 を 制 御 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 磁 場 を 制 御 す る こ と に
よ り 、 電 子 線 の 照 射 領 域 を 制 御 す る こ と が で き 、 任 意 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 パ タ ー ン を
得 る こ と が で き る 。 磁 場 の 制 御 は 、 磁 場 コ イ ル 等 を 用 い る 方 法 等 、 従 来 公 知 の 方 法 で 行 う
こ と が で き る 。 ま た 、 電 子 線 の 照 射 装 置 を 固 定 し て 一 定 の 位 置 に 電 子 線 を 照 射 し 、 有 機 Ｅ
Ｌ パ ネ ル を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 所 定 の 位 置 に 電 子 線 を 照 射 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ォ ト マ ス ク 等 を 用 い る こ と な く 任 意 の 有 機 Ｅ Ｌ の
発 光 パ タ ー ン が 得 ら れ る た め 、 簡 便 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 作 製 さ れ 、 経 済 的 に も 有 利 で あ る
。 電 子 線 を 有 機 材 料 帯 ３ 全 体 に 向 け て 照 射 し 、 メ タ ル マ ス ク を 用 い て 発 光 部 ３ １ を パ タ ー
ニ ン グ す る こ と も 、 も ち ろ ん 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 電 子 線 の エ ネ ル ギ ー は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 、 １ ～ ５ ０ ０ ｋ ｅ Ｖ 程 度 の エ
ネ ル ギ ー を 有 す る 電 子 線 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 電 子 線 の 照 射 量 は 、 有 機 材 料 帯 ３ を 構 成 す
る 有 機 材 料 の 発 光 特 性 を 失 わ せ る こ と が で き る 範 囲 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 １ ～ １
０ ０ ０ Ｍ ｒ ａ ｄ 程 度 、 好 ま し く は ２ ０ ～ １ ０ ０ Ｍ ｒ ａ ｄ 程 度 の 範 囲 内 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 紫 外 線 の 照 射 は 、 透 明 基 材 １ の 有 機 材 料 帯 ３ を 有 す る 側 か ら 行 う こ と も で き る し
、 透 明 基 材 １ の 各 層 が 形 成 さ れ て い な い 側 か ら 行 う こ と も で き る 。 こ の う ち 、 透 明 基 材 １
の 有 機 材 料 帯 ３ を 有 す る 側 か ら 照 射 を 行 う 場 合 に は 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層 ５ は 、 透 明
な 材 料 に よ り 形 成 し 、 上 述 の よ う に 紫 外 線 の 照 射 領 域 を 制 御 し て 行 う こ と が で き る 。 一 方
、 透 明 基 材 １ の 各 層 が 形 成 さ れ て い な い 側 か ら 照 射 を 行 う 場 合 に は 、 上 述 の よ う に 紫 外 線
の 照 射 領 域 を 制 御 し て 行 う こ と が で き 、 ま た 、 フ ォ ト マ ス ク を 用 い て パ タ ー ニ ン グ す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 紫 外 線 は 、 偏 向 器 と ガ ル バ ノ ミ ラ ー 等 を 用 い て 所 定 の 位 置 に 照 射 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 光 源 を 固 定 し て 一 定 の 位 置 に 紫 外 線 を 照 射 し 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 移 動 さ せ る こ と に よ
り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 所 定 の 位 置 に 紫 外 線 を 照 射 す る こ と も で き る 。 こ の よ う に 紫 外 線 を
照 射 す る こ と に よ り 、 紫 外 線 の 照 射 領 域 を 制 御 す る こ と が で き 、 任 意 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の
発 光 パ タ ー ン を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 紫 外 線 の 照 射 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 、 １ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ ～ １ ｋ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ 程
度 程 度 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 有 機 材 料 帯 ３ に お け る 発 光 部 ３ １ の 形 状 お よ び 配 列 は 、 図 ２ に お い て は 、 正 方 形
形 状 が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て な る よ う に し た 。 し か し な が ら 、 発 光 部 ３ １ の 形 状 お
よ び 配 列 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 種 々 の 形 状 お よ び 配 列 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 基 材 と し て の 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に
第 一 電 極 ２ 、 有 機 材 料 帯 ３ 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層 ５ を 積 層 し 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を
照 射 し て 有 機 材 料 帯 ３ に 発 光 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ が 製 造
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 は 、 透 明 基 材 １ 上 に 第 一
電 極 ２ 、 有 機 材 料 帯 ３ 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層 ５ を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方
法 に お い て 、 有 機 材 料 帯 ３ を 透 明 基 材 １ 上 の 全 面 ま た は 部 分 的 に 形 成 し 、 保 護 層 ５ を 少 な
く と も 有 機 材 料 帯 ３ お よ び 第 二 電 極 ４ を 覆 う よ う に 形 成 し 、 有 機 材 料 帯 ３ の 予 め 定 め ら れ
た 発 光 部 ３ １ 以 外 の 位 置 ３ ２ に 電 子 線 ま た は 紫 外 線 の 少 な く と も い ず れ か を 照 射 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 よ っ て 、 こ の 製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ に お い て は 、 電 子 線 ま た は
紫 外 線 を 照 射 し た 有 機 材 料 帯 ３ の 発 光 部 ３ １ 以 外 の 位 置 ３ ２ の 有 機 材 料 を 劣 化 さ せ る こ と
が で き る 。 そ の 結 果 、 発 光 部 ３ １ 以 外 の 位 置 ３ ２ の 発 光 効 率 が 極 端 に 下 が り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ
ネ ル １ ０ の 発 光 パ タ ー ン が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 有 機 材 料 帯 ３ を 構 成 す る 有 機 材 料 が 保 護 層 ５ に よ り 保 護
さ れ る の で 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 す る 際 の 雰 囲 気 は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 大 気 中 に
お い て も 電 子 線 や 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 透 明
基 材 １ 上 の 全 面 に 有 機 発 光 帯 ３ を 形 成 し 、 さ ら に 保 護 層 ５ を 形 成 し た 状 態 で 保 存 し て お き
、 必 要 が 生 じ た 場 合 に 有 機 発 光 帯 ３ に 電 子 線 や 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 、 発 光 パ タ ー
ン が 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を 作 製 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 は 、 時 間 や 労 力 、 コ ス ト を 抑 え た
も の で あ る と 同 時 に 、 電 子 線 ま た は 紫 外 線 を 照 射 す る 際 の 雰 囲 気 や 時 期 が 限 定 さ れ な い た
め 、 製 造 装 置 や 施 設 等 も 簡 易 な も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 は 、 更 に 、 有 機 材 料 帯 ３ に は 、 透 明
基 材 １ を 有 し な い 側 か ら 電 子 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 よ っ て 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 電 子 線 が 透 明 基 材 １ 中 を 透 過 す る こ と な く 、 有 機 材 料
帯 ３ に 照 射 さ れ る 。 そ の た め 、 電 子 線 が 拡 散 せ ず に 、 有 機 材 料 帯 ３ の 微 細 な 発 光 パ タ ー ン
が 形 成 さ れ る 。 そ の 結 果 、 よ り 微 細 な 発 光 パ タ ー ン の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を 製 造 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 は 、 更 に 、 有 機 材 料 帯 ３ に は 、 偏 向
さ れ た 電 子 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 よ っ て 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 例 え ば 、 磁 場 等 を 用 い て 電 子 線 を 偏 向 さ せ る こ と に よ
り 、 メ タ ル マ ス ク 等 を 用 い る こ と な く 任 意 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 発 光 パ タ ー ン が 得 ら れ
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る 。 そ の た め 、 簡 便 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ が 作 製 さ れ 、 経 済 的 に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 に お い て 、 有 機 材 料 帯 ３ に は 、 透 明
基 材 １ を 有 し な い 側 に メ タ ル マ ス ク を 設 置 し て 、 電 子 線 を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 よ っ て 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 メ タ ル マ ス ク を 用 い る こ と に よ り 、 任 意 の 有 機 Ｅ Ｌ パ
ネ ル １ ０ の 発 光 パ タ ー ン が 得 ら れ る 。 そ の た め 、 確 実 に 任 意 の 発 光 パ タ ー ン を 有 す る 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 製 造 方 法 に お い て 、 第 二 電 極 ４ お よ び 保 護 層
５ を 、 透 明 な 材 料 に よ り 形 成 し 、 有 機 材 料 帯 ３ に は 、 透 明 基 材 １ を 有 し な い 側 か ら 紫 外 線
を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 よ っ て 、 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 二 電 極 ４ と 保 護 層 ５ を 透 明 な 材 料 に よ り 形 成 す る た
め 、 有 機 材 料 帯 ３ の 透 明 基 材 １ を 有 し な い 側 か ら 紫 外 線 を 照 射 し て も 、 有 機 材 料 帯 ３ に 発
光 部 ３ １ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 説 明 す る た め の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 有 機 材 料 帯 の 発 光 パ タ ー ニ ン グ の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 　 透 明 基 材
　 ２ 　 　 第 一 電 極
　 ３ 　 　 有 機 材 料 帯
　 ３ １ 　 発 光 部
　 ３ ２ 　 発 光 部 以 外 の 部 分
　 ４ 　 　 第 二 電 極
　 ５ 　 　 保 護 層
　 １ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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